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令和6年X月策定

0.1版

佐 渡 市

佐渡市デジタル活用計画（素案）
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⚫ 第1章：概要編

1 本計画の位置づけ

2 計画期間

3 デジタル活用施策体系図

4 計画の実行にあたって

⚫ 第2章：詳細編

1. 基本目標1：データに基づくマネジメントで、豊
かな自然と共生した安全で快適なまちづくり

2. 基本目標2：組織間の情報連携で、一人ひとりが
活躍しいきいきと暮らせるまちづくり

3. 基本目標3：時間・空間の制約を越え、郷土への
誇りと未来への希望を育むまちづくり

4. 基本目標4：情報が集まるシカケとコラボで、地
域の活力と賑わいあふれるまちづくり

5. 基本目標5：デジタルネットワークを活かした、
心豊かで明るい暮らしを未来に繋げるまちづくり
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本市は、2022年6月に「佐渡市総合計画」をデジタル活用の視点でとりまとめた「佐渡市デジタル活用構想」を策定し、
総合計画に掲げる5つの基本目標ごとにデジタル技術の活用指針を定めるとともに、2031年頃における”デジタル技術を活用
した佐渡市のありたい姿”をビジョンマップに描いています。

総合政策に掲げる施策の達成に貢献するため、また、ビジョンマップに描く未来の実現のための具体的な行動計画として、
本計画を定めます。

1 本計画の位置づけ

佐渡市が目指すまちづくりの基本理念と将来
像、基本目標、その実現に向けた施策の大綱を
明らかにし、総合的かつ計画的な市政運営を図
るための指針となるものです。
2031（令和13）年度までの基本構想と基本

計画で構成されます。

佐渡市総合計画

※今後策定予定

アクションプラン化

4

佐渡市総合計画に掲げる施策の実現に貢献す
るための「手段としてのデジタル活用」を示す
とともに、実行計画である「佐渡市デジタル活
用計画」の指針となるものです。

佐渡市デジタル活用構想

「佐渡市デジタル活用構想」に掲げるデジタ
ル施策の実現のための実行計画です。各施策の
デジタル活用に関する部分を具体的に計画化す
るものです。

※佐渡市における自治体DX推進計画であり、国が掲げる
重点項目に関する実行計画・KPIを含めるものとします。

佐渡市デジタル活用計画

基本目標1：データに基づくマネジメントで、豊かな自然と共生した安全で快適なまちづくり

基本目標2：組織間の情報連携で、一人ひとりが活躍しいきいきと暮らせるまちづくり

基本目標3：空間の制約を越えた、一郷土への誇りとい未来への希望を育むまちづくり

基本目標4：情報が集まるシカケとコラボで、地域の活力と賑わいあふれるまちづくり

基本目標5：デジタルネットワークを活かした、心豊かで明るい暮らしを未来に繋げるまちづくり
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計画期間は3年間とし、地域課題の動向や日々進化するデジタル関連技術の動向を踏まえ、必要に応じて柔軟に見直しなが
ら更新を図るものとします。

第1期：デジタル活用推進のための環境整備と成功体験の積み上げフェーズ

第2期：デジタル活用の積極推進・社会実装の加速化フェーズ

第3期：未来のありたい姿実現フェーズ

2 計画期間

5

※2：自治体DX推進計画に掲げられている重点取組事項
（１）自治体情報システムの標準化・共通化
（２）マイナンバーカードの普及促進
（３）自治体行政手続きのオンライン化
（４）自治体のAI・RPAの利用促進
（５）テレワークの推進
（６）セキュリティ対策の徹底

令和4年度
(2022年度)

令和5年度
(2023年度)

令和6年度
(2024年度)

令和7年度
(2025年度)

令和8年度
(2026年度)

令和9年度
(2027年度)

令和10年度
(2028年度)

令和11年度
(2029年度)

令和12年度
(2030年度)

計
画

ビ
ジ
ョ
ン

第１期デジタル活用計画

第２期デジタル活用計画

第３期デジタル活用計画

令和13年度
(2031年度)

デジタル活用構想
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3 デジタル活用施策体系図

みんなでつくる・つながる、いのちを守るための災害対応

身近なデジタルツールを使った防災情報配信

市民の安全安心を守る災害対応支援サービスの導入

避難支援の仕組み整備

観光客向け防災情報配信

誰でも安全で快適なモビリティサービス

公共バスの自動運転

乗り合い交通デマンド配車実現

マイナンバーカードによる市民割引

公共交通機関のキャッシュレス

グリーンで最適なインフラの実現
道路の長寿命化

橋梁ストックマネジメントによる長寿命化

ネイチャーポジティブな自然資源マネジメント

生物多様性と農業の両立

農業DX

3D都市モデル整備による景観保全

ごみ・CO2排出量見える化

エネルギー循環の仕組み
公共施設エネルギーマネジメント

市内まるごとバーチャルパワープラント

医療・介護・福祉・救急の垣根を越えたケアの実現

垣根を越えた医療情報連携

施設間情報連携・資源最適化支援

医療従事者間コミュニケーション

オンライン診療

データに基づく楽しい健康づくりのシ・カ・ケ

健幸ぽいんとによる健康活動参画促進

情報配信基盤活用

データ分析による健康アドバイス

垣根を越えた地域ぐるみの子育て

子育てママサポート

データ統合によるこども支援

情報配信基盤活用

総合計画 実現したい未来のイメージ

デ
ー
タ
に
基
づ
く
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
、

豊
か
な
自
然
と
共
生
し
た
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

基本目標1
トキの舞う
美しい島

防災・減災機能の強化

消防・救急体制の充実

交通安全・防犯対策の推進

交通体系の充実

道路施設等の整備

上水道施設の整備

下水道施設の整備

都市計画の推進

自然環境の保全

脱炭素・持続可能社会の推進

生活環境の整備

基本目標2
笑顔と長寿
の明るい島

地域医療の充実

健康づくりの推進

高齢者福祉・介護の充実

子育て支援の充実

障がい者福祉の充実

地域福祉の充実

組
織
間
の
情
報
連
携
で
、

一
人
ひ
と
り
が
活
躍
し

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

取組項目
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いつでも・どこでも・いつまでも世代を越えた学び合い
～何歳からでも輝ける～

離れた教室を結ぶバーチャル教室

オンデマンド学習環境・コンテンツの整備

学び合うオンラインコミュニティ（佐渡学・生涯学習）

一人ひとりの個性を伸ばす教育ダイバーシティ

オンラインスポーツ指導

ジュニアスポーツ選手育成デジタル活用

図書館デジタル化

距離と時間を越えた文化継承を育むコミュニティ
メタバース活用による伝統分館継承

文化財のデジタルアーカイブ

7

3 デジタル活用施策体系図

総合計画 実現したい未来のイメージ 取組項目

データでつなげる・とどけるシティプロモーションで
佐渡ファンの拡大

佐渡の資源データベース化

情報配信基盤活用

観光・交通データ連携基盤（島まるごとテーマパーク構想）

スタートアップと地場企業のコラボレーションで
産業振興にシナジーを

創業支援・市内企業求人DX

ギグワーク・リスキリング

市内企業と進出企業のマッチング

ニーズに合わせた地場産品の高付加価値化と
サプライチェーンの構築

農産物6次産業化

水産物６次産業化

林産物６次産業化

みんなが使えるキャッシュレスで島内経済循環活性化
デジタル商品券デジタルクーポン

市内経済循環分析

より良い佐渡をみんなで創るための
共創的コミュニティの実現

地域コミュニティ活性化基盤整備

デジタルデバイド解消対策

地域ポイントによる市民参画活性化

イケてる行政
～便利で身近で時代に即した頼れる市役所～

行政事務業務の効率化高度化

財政計画達成にむけたデータ活用

デジタル人材育成

基本目標4
働く汗の
光る島

農業の振興

林業の振興

水産業の振興

商工業の振興

観光の振興

産業連携・販売戦略の推進

雇用機会・就労環境の充実

移住定住の促進

情
報
が
集
ま
る
シ
カ
ケ
と
コ
ラ
ボ
で
、

地
域
の
活
力
と
賑
わ
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心
豊
か
で
明
る

い
暮
ら
し
を
未
来
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げ
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基本目標3
文化の薫る
おけさの島

子ども教育の推進

スポーツの推進

学校教育環境の整備

生涯学習の推進

文化振興の推進

時
間
・
空
間
の
制
約
を
越
え
た
、

郷
土
へ
の
誇
り
と
未
来
へ
の

希
望
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

基本目標5
人情と優し
さのあふれ

る島

市民参画と協定による地域づくりの推進

人権の尊重

男女共同参画の推進

広報・広聴活動の推進

行政運営・財政運営の推進
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⚫ デジタル活用計画の実行にあたっては、PDCAサイクルを継続して実行していくこととします。
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4 計画の実行にあたって

令和5年度
(2023年度)

令和6年度
(2024年度)

令和7年度
(2025年度)

計
画

ビ
ジ
ョ
ン

第２期デジタル活用計画

第３期デジタル活用計画

令和11－13年度
(2029－2031年度)

令和8－10年度
(2026－2028年度)

第１期デジタル活用計画

P
D

C
A

P

デジタル活用計画第１版を

策定します デジタル活用計画

を実行します
実行状況を確

認し、課題と

対策を検討し

ます

対策を実行し

ます
実行状況を

計画に反映

します

デジタル活用構想



第2章：詳細編

9

基本目標１
データに基づくマネジメントで、
豊かな自然と共生した安全で快適なまちづくり
［防災・防犯・生活・環境］
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基本目標１

令和5年 令和6年 令和7年 令和8年 令和9年 令和11-13年

データに基づくマネジメントで、豊かな自然と共生した安全で快適なまちづくり １．防災 ・ 防犯 ・ 生活 ・ 環境

みんなでつくる・つながる、いのちを守るための災害対応
災害に関する様々な情報を集約し、欲しい情報をタイムリーに市民に届け、市民同士が情報を投稿し合うことで自助・共助の関係を作り上げ、みんなが助け合う
災害に強いレジリエンスなまちづくりに貢献します。

【実現したい未来のイメージ1】

身近なデジタルツール
を使った防災情報配信

【実現したい未来のイメージ3】

避難支援の
仕組み整備

【実現したい未来のイメージ4】

観光客向け
防災情報配信

令和10年

市民向け防災関連情報ポータルサイトの整備、運用

要支援者台帳作成効率化、共助につなげるデジタル基盤活用

高齢世帯向け情報配信基盤整備、防災関連情報配信、共助につなげるデジタル基盤活用

避難所での受付の迅速化（システム導入検討、整備、運用）

市民向け防災関連情報ポータルサイトの観光客向け提供

佐渡市LINE公式アカウントの拡張（防災メニュー）
秘書広報課・防災課

防災課

総務課、高齢福祉課、防災課、地域づくり課、社会福祉課

防災課、社会福祉課

防災課、地域づくり課

防災課、観光振興課

「共助につなげるデジタル基盤
活用」に向けたソフト・ハード
両面のデジタル化の検討？

【実現したい未来のイメージ2】

市民の安全安心を守る
災害対応支援サービス

住民の安全安心を守る災害対応支援サービスの導入
防災課

２次利用禁止
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基本目標１

２次利用禁止

データに基づくマネジメントで、豊かな自然と共生した安全で快適なまちづくり １．防災 ・ 防犯 ・ 生活 ・ 環境

【実現したい未来のイメージ1】身近なデジタルツールを使った防災情報配信

取組項目 令和5年 令和6年 令和7年

市公式LINEアカウントの拡張（防災メニュー） 整備完了➡運用

市民向け防災関連情報ポータルサイトの構築
ポータルサイト
構築（予定）

取組の概要
災害発生時に市民が必要とする情報を的確に提供できるよう、行政から発信する情報や民間事業者が提供するライフラインの情報等の災害関連情報を一元的に提供で
きるポータルサイトを構築し、身近なツールである市公式LINEから誰でもアクセスできる環境を整備します。

これまでの取組内容
（現状・経緯・課題等）

令和4年度の大雪災害や令和6年能登半島地震を経験から、災害発生時に市民が必要とする情報が的確に提供できていないことが明らかとなりました。
従来のホームページや各種SNSでの発信だけでは、行政から発信する情報や民間事業者が提供するライフラインの情報等の災害関連情報が集約されておらず、市民は
それぞれ個別に情報を探す必要がありました。
令和5年度に市公式LINEアカウントを拡張しリッチメニュー化したことに伴い、市民が「防災メニュー」へ容易にアクセスできる環境が整ったため、受け皿として災
害情報が一元的に提供できるポータルサイトの構築に向けた検討を進めてきました。

前年度からの改善点
今後の計画及び内容

令和6年度にポータルサイトを構築予定です。
令和6年能登半島地震発生の際、市公式LINEの登録者数が1日で約1,000人増加したことに鑑み、市民が得たい情報が的確に集約されたポータルサイトとして機能する
よう各種KPIの達成率を踏まえながら常に最適化に努めます。
また、ポータルサイトへの動線となる市公式LINEアカウントについて、継続的かつ全庁的に登録者数の増加のための活動を展開します。
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基本目標１

２次利用禁止

データに基づくマネジメントで、豊かな自然と共生した安全で快適なまちづくり １．防災 ・ 防犯 ・ 生活 ・ 環境

【実現したい未来のイメージ1】身近なデジタルツールを使った防災情報配信

令和5年 令和6年 令和7年 令和8年 令和9年 令和10年 令和11-13年

重要業績成果指数
KPI

公式LINE登録者数 目標

結果

達成率

災害関連情報集約サイ
トのアクセス件数

目標 318,000件 1,460,000件 1,825,000件

結果

達成率

災害関連情報集約サイ
トでの情報発信率

目標 100% 100% 100%

結果

達成率

災害関連情報集約サイ
トの市民向け周知回数

目標 14回 25回 40回

結果

達成率

災害関連情報集約サイ
トの利用満足度

目標 3.0p 3.5p 4.0p

結果

達成率

災害関連情報集約サイ
トのリピート率

目標 20% 35% 50%

結果

達成率

備考
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基本目標１

２次利用禁止

データに基づくマネジメントで、豊かな自然と共生した安全で快適なまちづくり １．防災 ・ 防犯 ・ 生活 ・ 環境

【実現したい未来のイメージ2】市民の安全安心を守る災害対応支援サービス

取組項目 令和5年 令和6年 令和7年

住民の安全安心を守る災害対応支援サービスの導入 サービス導入（予定）

防災計画の改定

取組の概要
災害発生時に、災害対策本部を中心とする市職員間や支所等の出先機関・関係機関とが情報連携し、市民の安全・安心を守るため、災害に関連する情報を関係者間が
タイムリーに共有し、災害対策本部における意思決定や各所への指示・報告を迅速かつ確実に行うため、災害対応を支援するサービスを導入します。

これまでの取組内容
（現状・経緯・課題等）

令和4年度の大雪災害や令和6年能登半島地震では、市の災害対策本部を中心とする職員間や支所等の出先機関・関係機関との情報連携に関する課題が発生した。
住民の安全安心を守るためには、災害に関連する情報を関係者間でタイムリーに共有し、災害対策本部での意思決定や各所への指示・報告を迅速かつ確実に行うこと
が求められています。

前年度からの改善点
今後の計画及び内容

令和6年度に支援サービスを導入予定です。
サービスの導入とあわせ、支援サービスの最適な運用に資するための防災計画の改定が必要です。

支援サービスの最適な運用に整合するよう、防災計画の改定が必要で
は？
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基本目標１

２次利用禁止

データに基づくマネジメントで、豊かな自然と共生した安全で快適なまちづくり １．防災 ・ 防犯 ・ 生活 ・ 環境

【実現したい未来のイメージ2】市民の安全安心を守る災害対応支援サービス

令和5年 令和6年 令和7年 令和8年 令和9年 令和10年 令和11-13年

重要業績成果指数
KPI

災害発生時の対策本部
での利用率

目標 80% 90% 100%

結果

達成率

災害発生時のアカウント利
用率

目標 60% 80% 100%

結果

達成率

被害報告・集計作業の
短縮時間

目標 30分 45分 60分

結果

達成率

災害対応指示作業の短
縮時間

目標 60分 90分 120分

結果

達成率

目標

結果

達成率

目標

結果

達成率

備考
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基本目標１

２次利用禁止

データに基づくマネジメントで、豊かな自然と共生した安全で快適なまちづくり １．防災 ・ 防犯 ・ 生活 ・ 環境

【実現したい未来のイメージ3】避難支援をはじめとした地域コミュニティ活性化の仕組み整備

取組項目 令和5年 令和6年 令和7年

高齢世帯向け情報配信基盤整備 一部地区で導入 導入地区の拡大

防災関連情報配信、共助につなげるデジタル基盤活
用

一部地区で提供 提供地区の拡大

避難所での受付システム整備 導入検討

要支援者台帳にもとづく共助につなげるデジタル基
盤活用

導入検討

取組の概要
スマート端末を基盤とし、市からの情報配信（広報紙、回覧板、災害・防災情報など）の効率化を図るとともに、避難行動の支援や新たなコミュニケーションツール
として活用し、市民の安全安心に寄与するとともに地域コミュニティの活性化に繋げます。

これまでの取組内容
（現状・経緯・課題等）

行政からの情報配信の現状は、広報紙・回覧板の紙面配布、防災ラジオでの音声通知などアナログ的であり、大きなコストが発生しています。
また、災害時等の災害弱者（高齢者や避難行動要支援者等）に対する情報提供や行動支援など、共助の仕組みが十分に確立されていません。
加えて、避難行動要支援者の避難の有無や安否確認が行えるなど、避難所における効率的な受付システムの整備も必要となっています。

前年度からの改善点
今後の計画及び内容

【考えられる取組】
・要支援者台帳のデータ化と、オプトイン方式の徹底により組織の枠を超えたデータ連携
・避難所における受付システムのスマート化による要支援者の避難行動と安否の確認
・要支援者台帳の地域の見守り活動への活用の課題解決（民間事業者と台帳を共有できないか）
・スマート端末に広報紙や回覧板の閲覧機能を搭載することにより普段使いを促す。共助の推進への期待。
・モデル地区づくりのための補助メニューの用意。
・各地域に1つの電源・バッテリーを用意するなど、スマート化へのエネルギー対応。
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基本目標１

２次利用禁止

データに基づくマネジメントで、豊かな自然と共生した安全で快適なまちづくり １．防災 ・ 防犯 ・ 生活 ・ 環境

【実現したい未来のイメージ3】避難支援をはじめとした地域コミュニティ活性化の仕組み整備

令和5年 令和6年 令和7年 令和8年 令和9年 令和10年 令和11-13年

重要業績成果指数
KPI

高齢世帯向け情報配信
基盤整備

目標 3地区・80世帯 3,000世帯で導入 3,000世帯で導入 高齢単身世帯全展開

結果

達成率

防災関連情報配信、共
助につなげるデジタル
基盤活用

目標 一部地域で提供 提供地域の拡大 提供地域の拡大 提供地域の拡大 提供地域の拡大 サービスの見直し

結果

達成率

避難所での受付システ
ム整備

目標 導入検討 一部地区で導入 導入地区の拡大 導入地区の拡大 市内全域の整備

結果

達成率

要支援者台帳にもとづ
く共助につなげるデジ
タル基盤活用

目標 導入検討 一部地区で導入 導入地区の拡大 導入地区の拡大 市内全域の整備

結果

達成率

目標

結果

達成率

目標

結果

達成率

備考
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基本目標１

２次利用禁止

データに基づくマネジメントで、豊かな自然と共生した安全で快適なまちづくり １．防災 ・ 防犯 ・ 生活 ・ 環境

【実現したい未来のイメージ4】観光客向け防災情報配信

取組項目 令和5年 令和6年 令和7年

市公式LINEアカウントの拡張（観光客向け防災メ
ニュー）

整備完了➡運用 サービス導入（予定）

市民向け防災関連情報ポータルサイトの観光客向け
提供

取組の概要

これまでの取組内容
（現状・経緯・課題等）

前年度からの改善点
今後の計画及び内容
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基本目標１

２次利用禁止

データに基づくマネジメントで、豊かな自然と共生した安全で快適なまちづくり １．防災 ・ 防犯 ・ 生活 ・ 環境

【実現したいミライノイメージ取組4】観光客向け防災情報配信

令和5年 令和6年 令和7年 令和8年 令和9年 令和10年 令和11-13年

重要業績成果指数
KPI

目標

結果

達成率

目標

結果

達成率

目標

結果

達成率

目標

結果

達成率

目標

結果

達成率

目標

結果

達成率

備考
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基本目標１

令和5年 令和6年 令和7年 令和8年 令和9年 令和11-13年

データに基づくマネジメントで、豊かな自然と共生した安全で快適なまちづくり １．防災 ・ 防犯 ・ 生活 ・ 環境

誰でも安全で快適なモビリティサービス
車の運転が困難な方々にも様々な公共交通機関を利用できる新たな交通体系を確立し、交通事故を減らしながらすべての市民がアクセスできる仕組みを創ります。

【実現したい未来のイメージ5】

公共バスの
自動運転

令和10年

【実現したい未来のイメージ6】

乗り合い交通
デマンド配車実現

【実現したい未来のイメージ7】

マイナンバーカー
ドによる島民割引

【実現したい未来のイメージ8】

公共交通機関の
キャッシュレス

自家用有償交通による空白地域の新たな交通サービス確立

サブスクリプション型公共交通サービス

デマンド型配車におけるデジタル化（スマホ・タブレット）

マイナンバーカードを活用した佐渡汽船島民割引の実現（オンライン）

公共交通機関におけるキャッシュレス決済サービスの導入、拡大

支線エリアの自動運転による公共バス運行（実証調査、サービス開始、路線拡大）
交通政策課

交通政策課

交通政策課、学校教育課

交通政策課

交通政策課、産業振興課

交通政策課

２次利用禁止



20

基本目標１

２次利用禁止

データに基づくマネジメントで、豊かな自然と共生した安全で快適なまちづくり １．防災 ・ 防犯 ・ 生活 ・ 環境

【実現したい未来のイメージ5】公共バスの自動運転

取組項目 令和5年 令和6年 令和7年

支線エリアの自動運転による公共バス運行 実証事業の実施 実証事業の実施
自動運転レベル4の認可・運行

（予定）

取組の概要
災害発生時に市民が必要とする情報を的確に提供できるよう、行政から発信する情報や民間事業者が提供するライフラインの情報等の災害関連情報を一元的に提供で
きるポータルサイトを構築し、身近なツールである市公式LINEから誰でもアクセスできる環境を整備します。

これまでの取組内容
（現状・経緯・課題等）

令和4年度の大雪災害や令和6年能登半島地震を経験から、災害発生時に市民が必要とする情報が的確に提供できていないことが明らかとなりました。
従来のホームページや各種SNSでの発信だけでは、行政から発信する情報や民間事業者が提供するライフラインの情報等の災害関連情報が集約されておらず、市民は
それぞれ個別に情報を探す必要がありました。
令和5年度に市公式LINEアカウントを拡張しリッチメニュー化したことに伴い、市民が「防災メニュー」へ容易にアクセスできる環境が整ったため、受け皿として災
害情報が一元的に提供できるポータルサイトの構築に向けた検討を進めてきました。

前年度からの改善点
今後の計画及び内容

令和6年度にポータルサイトを構築予定です。
令和6年能登半島地震発生の際、市公式LINEの登録者数が1日で約1,000人増加したことに鑑み、市民が得たい情報が的確に集約されたポータルサイトとして機能する
よう各種KPIの達成率を踏まえながら常に最適化に努めます。
また、ポータルサイトへの動線となる市公式LINEアカウントについて、継続的かつ全庁的に登録者数の増加のための活動を展開します。



https://www.city.sado.niigata.jp/

21２次利用禁止


